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ついては、電磁流速計の他、 UVP（ Ultrasonic Doppler Velocity Meter）を用いて３
次元成分の詳細な鉛直断面流速分布を、また、ハロゲンランプを用いて独自に製作し
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第５章では、清水条件において、減勢工内の流況の分類、フルード数・減勢工長さ・段落
ち高さ・エンドシル高さなどの主要パラメータの変化に伴う流況の変化と減勢効果の変化
について検討した。潜り跳水の流況的安定は主に段落ち高さおよびエンドシル高さに、ま
た、減勢効果はエンドシル高さと減勢工長さが影響し、得られた実験結果をもとに、水理
的に選択可能な条件およびこれを導くための近似式について検討している。なお、エンド
シル下流の河道に最終的に生じる流速についても評価を行い、必要以上に高いエンドシル
は越流水の落下エネルギーが残存し下流河道にとってマイナス効果をもたらすことを示し
ている。また、減勢工から下流河道へのスムーズな土砂の移動を考慮したエンドシルの切
欠き形状に関して、流況や減勢効果に与える影響を検討している。 
 
第６章では、日本国内における代表的な流水型ダムの設計事例をもとに、５章で得られた
水理特性を考慮した水理設計手法の提案を行っている。手順としては、上流端境界条件（フ
ルード数、拡幅係数、洪水吐き諸元など）に対して、段落ち高さ・エンドシル高さを求め
た上で潜り跳水の安定性をチェックする。次に、十分な減勢効果が得られる減勢工長さを
計算し、最終的に減勢工内に確保される全体の流況の安定性をチェックする。 
 
第７章では、清水条件で最適とされた減勢工のパラメータを用いて、これにダムから排出
される土砂が減勢工に一時的に堆積し、順次排出される場合の移動床条件を対象に、減勢
工内の流況や減勢効果に与える流砂の影響について検討している。また、堆積土砂が局所
的に洗掘されて露出する現象を把握し、摩耗対策として保護すべき範囲を特定している。
さらに、エンドシルの切欠き形状が土砂排出に及ぼす影響を検討した。 
 
第８章は結論であり、本論文で得られた成果について要約するとともに、今後の課題につ
いて整理した。 
 
 
 
